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ッ･ラ･ルス｣がこのほど､発足した｡多言語の音を楽しみながら､人と人とをつなぐこ

教育機関やラジオ放送などで活動している｡

{佐藤美鈴)

西小学校で教員向けの朗読会が開かれた｡集まったメンバーたちは｢はらペこあおむし｣を4カ国語で1行ずつ読み出げた｡｢チョルル｣　｢アンブリエンタ｣　｢ハングリTJ　｢ペっこ^ oeLJ｣.韓国語､スペイン欝'英語､日本語とさま潜まな言語が飛び交う｡｢耳を澄まして対応している言葉や音を楽しんでほしい｣と代表でスペれン語通訳の佐藤美智代さん｡朗読を聞いた小林美校長は｢非常におもしろい試み｡学校や図書館など'教育の中にもっと多言語を採り入れていきたい｣と話した｡
｢ピッ･ラ･ルス｣のメン

バーは､甲府市や北杜市など県内で通訳や講師とUで活躍する日本､韓国､チリ出身の男女4人｡｢生の声でより質の高い文化情報を伝えて人と人をつなげていきたい｣と､目標を掲げている?　｢ピッ｣と｢ラ･ルス｣はそれぞれ韓国語'スペイン帝で｢光｣を意味するという｡
昨年夏､佐藤さんが芥川賞

ヤノイ-

を受賞した中国人作家･楊逸さんが書いた小説｢ワシちゃん｣を読んだことがきっかけだった｡中国帯を母国語とする楊さんの作品には｢同世代を生きる中国人の生の声がぎっしりと詰まっていたo凝縮された言葉のおもしろさに触れることで､日本人と外国人

T情動を通して､､
潔みを感じた｣と話すのはメンバーの1人で韓国出身の安仁淑さん(43)｡日本に来て16年がたつ｡かつては周囲の目が気になって母国寓を話すことをためらい､日本語が許せないと日本では暮らせないと思っていた｡しかし､02年の

日韓共同開催のサッカー･ワールドカップや韓流ブームを機に､少しずつ意識が変化してきたとい㌢安さんは言うo　｢諒に共感喪り‥触れ合ったり､身近な掌｣名から交流を始めていき払い｣
昨年10月､FM甲府で災害

や生活情報を伝える多言語の放送が始まるなど､県内で｢多言語｣の輪が広がりつつン帝で災害情報や生活情報などを伝えている｡学生や轡フいくことが大切Jと許している｡


